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Espressチャートについて

EspressChart(エスプレスチャート)は、数値データをダイナミックにチャートに変換し、

Web上に展開するJAVAツールです。

ビジュアルなチャート編集・作成、ブラウザでのインタラクティブ・チャート・ビューワ、そして

シンプルで強力なオブジェクト指向APIから構成されます。



Espressチャートシステム構成

ウェブブラウザー

対応プラットフォーム

Windows 9x, 2000, XP, NT, 2003 
Sun Solaris, Linux, HP-UX,IBM 

AIX/AS400/RS6000

対応アプリケーションサーバー

Tomcat、JBOSS、

 

WebLogic™, 
WebSphere™、Oracle、Sun



Espressチャートの特徴

PNG, GIF, JPEG, WMF, BMP, SVG, PDFとFlash等のフォーマットでエキスポート可能。

Java BeansおよびSwingをフルサポート。

Chart Designer(チャートデザイナー)：チャートを作成又は編集する実況アプリケーション。

Chart Viewer(チャートビューワ)：アプレットでのチャートのリモートビューが可能。

Chart API：サーブレット、JSP、アプレット、

 

アプリケーションでチャートを生成・編集・表示を

 
することが可能。

Espress Manager (エスプレスマネージャ）：データベースアクセスとクエリーの管理。

ドリルダウンのパラメータ化。

Data Source Managerによりユーザはデータベース、TXTファイル、XMLファイル、EJBからデータ

 
の取り込みがが可能。

データベースの変更に応じての動的にWebページを更新します。

 

決められた時間での自動的に

 
チャートのデータ更新が可能。



Espressチャートのアーキテクチャ

EspressChartの主なコンポーネントを使用して、クライアントからEspressManagerに接続することに関しては、

３つ方法(①アップレット、②チャートデザイナー、③チャートAPI)があります。

ウェブサーバー

ファイルシステム
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チャートデザイナー

 

(Designer.bat)
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①アップレット ②アップリケ－ション

③アップレット・アップリケ－ション

EspressManager未使用

EspressManager

ユーザ管理者

ファイル

 

I/O
データベース

 

アクセス

要求したチャートファイ

 

ルを取得する。

作成したチャート

 

ファイルを保存する。

JDBC/ODBCで

 

チャートに変換する

 

DBデータを取得す

 

る。

チャートファイルを

 

データストリームと

 

して転送する。

データストリームを

 

アップレットに転送

 

する。

情報を暗号化データストリームとして交換される。

DBデータを

 

データストリー

 

ムとして転送

 

する。

作成したチャートファ

 

イルを保存する。

チャートファイ

 

ルをデータスト

 

リームとして転

 

送する。

EspressManagerでユーザ認証、

 

ファイル入力・出力、DBアクセ

 

スを操作される。



SAPに対するデータベース接続
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SAPシステム

 
使用するデー

 
タベース



サーブレットにおけるハイパーリンクチャートの生成方法

DB

Javaアプリケーション

APPLET Ｘ
チャート
の生成

SERVLET Ｘ① ②

③

①

 

DBからデータを抽出する。
②Ｊａｖａアプリケーションで抽出したデータをチャートに変換して、アップレットに表示する。
③チャートにあるハイパーリンクを押したら、押したハイパーリンクのデータを取得して、それを抽出条件として

サーブレットでチャートを生成される。



サーブレットにおけるドリルダウンチャートの生成方法

DB

Javaアプリケーション

APPLET Ｘ

②

①

 

DBからデータを抽出して、Ｊａｖａアプリケーションで抽出したデータをチャートに変換して、アップレットに表示する。
②

 

コンボボックスでチャートに表示したいデータに対しての条件を選択する。
③

 

「チャート生成」ボタンを押すと、選択した条件によってチャートが生成される。

▼ チャート作成

③①
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